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　支部長に就任してから、2 期目（1 期＝ 2 年間）の最後

の 1年間の始まりを迎えようとしています。

　これまでの支部活動を振り返れば、なかなか思うように

進まなかった部分もありますが、支部の役員や会員の皆様

のご努力で、それなりの意義ある活動が続けられたのでは

ないかと感謝しています。

　昨年（2018 年）は、「岳人のつどい」を兼ねた「新春ふ

るさとの山清掃登山会」（2 月 24 日・十坊山登山およびカ

キ小屋で懇親会）を皮切りに、支部総会（5 月 20 日・早

良市民センター・チベット人ゲレック氏の記念講演・

懇親会）をはさんで、「夏山フェスタ in 福岡 2018」（6

月 23・24 日・電気ビル共創館）、「山の日記念登山大会」

（8 月 11 日・英彦山）、「知られざる道より雷山登山」（11

月 17 日）、「脊振山地・地蔵（675.2m）登山兼忘年登山会」

（12 月 15 日・きららの湯で忘年会）などの行事を催し

ました。また、会員有志で、国内や海外登山もいろい

ろと行なわれました。

　支部での活動以外にも、本部での「総会」や「支部合同

会議」「支部連絡会議」「年次晩餐会」などに出席したほか、

北九州支部主催の「槙有恒碑前祭」（10 月 21 日・風師山）

や山のトイレ環境を考える福岡協議会主催の「高千穂峰

携帯トイレ利用状況視察山行」（10 月 27・28 日・霧島市、

高千穂河原）などにも積極的に参加、他団体との交流も深

めることが出来ました。とくに「年次晩餐会」には、皇太

子殿下も含め約 500 名が集結、当支部の太田五雄さん（会

員番号 6486・長野県小諸市在住）が「新永年会員」表彰

を受けられ、壇上で小林会長から「永年会員バッジ」が授

与されたことは大さな喜びでした。

　支部の現在の大きな課題は、依然として会員の「高齢

化」とそれに伴う会員数の「減少」が慢性的に続いている

ことです。これに対しては、未組織登山者に対する「準会

員制度」の導入や契約施設利用で割引等の恩典を受けるこ

とができる「新会員証の発行」などの活用をテコに挽回を

はかってきましたが、やはり基本は、支部独自の山行やイ

ベントを活発にすることで会員の増加と若返りをはかるこ

とです。幸い昨年は、登山活動の担い手が少しづつ出てき

ました。こういう人たちを増やして山行を活発にしたいと

思います。

　次に「安全登山」の問題です。これについては、「夏山フェ

スタ in 福岡」や独自の「安全登山講座」を開催し、登山
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　平成３０年度福岡支部総会記念講演として、福岡在住の

元チベット人僧侶・ゲレック氏を講師に迎え「チベット・

アムドの遊牧民、僧侶を経て日本へ」を渡部が進行・解説

し対談形式で話してもらった。

　ゲレック氏については支部報３０号に、渡部が彼の生ま

れ故郷を視察訪問したリポート「チベット・アムドの黄河

（マチュ）上流域・花の大草原に遊牧民を訪ねて」を寄稿

し紹介した。今回の講演は、その時の報告を基本に映像と

談話で紹介し、また、ゲレック氏が１２才でヒマラヤを越

えてネパールへ亡命したルートに迫ることができればと考

えた。

【ゲレック氏の半生】

　ゲレック氏は 1978 年夏、中国の行政区でいう甘粛省甘

南藏族自治州瑪曲県のムラ（木拉）という名の村で生まれ

た。黄河の最上流域でアムネマチン山麓を数百 km 下った

河岸段丘にムラはある。生まれてすぐムラ・ゴンパ（僧院）

にあずけられたので、もの心つくと寺の人だった。

　数え歳８歳の得度式の際、儀式のため出席した家族に初

めて対面する。家族はいないものと思っていたので混乱し

苦悩がはじまった。たまたまダライラマ法王の教えを説い

た本が回ってきて所持していたときに公安の検査があり補

導される。これが原因で子供ながらダライラマ法王がいる

というインドに行きたいと無謀なことを思い立つことと

なった。

　1989 年ムラの誰にも言わず１人で行動に出る。１１才

の彼にはインドがどこにあるのかも、どう行けばよいのか

も解らなかったが、とりあえず約 2000km 離れたチベット

の都・ラサにたどり着いた。非常に警戒が厳しいが、田舎

から出てきた彼は都会のラサではこれが当たり前なのかと

思ったらしい。実はこの年は中華人民共和国で初となる戒

厳令がラサに布かれた大変な年であったのだ。そんな時期、

１度目の挑戦は子供ながら夜行作戦を自然と考えた。徹夜

で雪山をさまよい、ついにヒマラヤを越えたと思った。夜

が明けあたりを見渡すと見覚えある光景。ワンデリングし

て結局元の場所へ戻ってしまっていた。間もなく軍に見つ

かり逮捕されてしまう。

　２度目の挑戦はうまくヒマラヤを越えることができたが

ネパールに入ってから中国に通報されてしまい、また逮捕

される。２度の過酷な監獄体験後、忠誠を誓い出所。ラサ

で食うにも困っていると同郷アムド出身者の食堂のおばさ

んが親切にしてくれた。不思議なことにこの女性は彼がイ

ンドに行くつもりであることを見通していた。否定してい

るにもかかわらず５才の娘と７才の息子を一緒に連れて

行ってくれと頼まれる。１２才の自分だけでも命の保証は

なく死を覚悟して実行すべきか悩んでいたが、とても幼児

を連れて生きて到達できる可能性はないと断わる。しかし、

死んでもいいから挑戦してくれと嘆願され渋々引き受ける

ことになった。

　今までの経験と反省を活かし警備がもっとも手薄になる

厳冬期の夜を選び、５才女児、７才男児を連れ１２才のゲ

レックをリーダーにどこからともなく集まった１６人の

パーティーとなり決行（1990 年冬）。ナンパ・ラを越えて

ロールワリンへのルートは通報の恐れがあり、より東へ進

の知識や技術、体力向上の方法を取得すべく努力するとと

もに、原則として、すべての会員の山行について「山行計

画書」を作成し、支部事務局経由で本部遭難対策委員会へ

提出して頂くことを推進して行きたいと考えています。

　2019 年度も、毎月の役員会（どなたでも参加自由）、事

務局体制の刷新と財政の強化、内容がより充実した「福岡

支部報」の発行などを基軸に支部独自の事業や 4回目を迎

える「山の日」（8 月 11 日）関連事業（夏山フェスタや英

彦山登山大会など）、他支部との交流事業などの推進に向

け、会員全員で取り組んで行けるよう広報にも力を注ぎた

いと思います。

　最後に、当支部会員で「福岡支部報」編集者を務める辻　

和毅氏（会員番号 7698）が、このほど櫂歌書房（とうかしょ

ぼう）より「山・水・人の風景」という本を出版しました。

われわれ山に親しむ人間にとって大変興味のあるテーマが

展開されていますので、ぜひ買って読んで頂ければと願っ

ています。巻末に紹介があります。

渡部　秀樹
№9826
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んだ。どうやらチョーオユーＢＣ→ポゼ・ラ→ロンシャル・

チュ谷のコースを行くつもり（渡部同定）であったようだ

が、どこかでルートを間違えたらしく広大な高原を行った。

やがて急な斜面となり歩けなくなった７才男児を背負い、

５才女児の手を引き、暴風雪の中、ビニール袋で靴を包み

ラッセルをして進んだ。途中食料のツァンパ（麦焦がし）

が尽きてしまった。あると思っていた食糧を仲間が落とし

てしまっていたのだ。そこでヒマラヤ越えに失敗し凍死し

ている人の荷物を探ろうと提案するがチベットでは遺体に

触れることはタブーであり誰もしようとしない。僧侶のゲ

レックが亡骸の荷物を探り、出てきた食料で食い繋いだ。

ヒマラヤを越えネパールに下ると今度は急峻なゴルジュ帯

に悩まされたが、ついに人里に到達した。1991 年正月で

あった。

　現在の登山家でも困難なことをチベットの田舎の少年た

ちがやってのけたということは奇跡である。ルートは未だ

にはっきりしないが、ゲレック氏にシシャパンマの写真を

見せるとたぶんこの西を行ったというので、ランタン山群

～ガネッシュ山群のどこかを越えたものと思われる。

　インド亡命後は南インド・カルナタカ州ムンゴットに再

建されたチベット仏教ゲルク派のデプン寺やダラムサラの

ナムギャル・ゴンパなどで修行を積んだ。ある日故郷の恩

師のラマが病気になったと情報が入り、会うためにムラに

帰ることを決めた。カトマンズまで来て身を寄せた寺で恩

師の訃報を知らされる。途方に暮れていたところボード

ナート寺院の近くにベロリン僧院を建立することとなり、

それを手伝うことにした。仏像、壁画などラマの教えに従

い、伝統教義に基づき忠実に再興することに責任者として

腐心した。

　寺は無事落成したので故郷に戻ることを決意し、一度イ

ンドのダラムサラに戻り法王に謁見してから帰郷すること

にした。ここで奇縁が続き運命の歯車が大きく動く。イン

ドで独りの外国人女性に道を尋ねられた。その女性は日本

人旅行者で偶然何度か遭遇した。彼女は帰国後も親切に対

応してくれた彼のことを思い出して手紙を出しゲレックの

寺に届いた。英語がわからない彼との間で寺公開の代筆文

通が始まった。チベット仏教では戒律で妻帯はできず、僧

侶である彼は恋愛や結婚など想像すらしていなかったので

峻拒しつづけた。しかし高僧の示唆に富む言葉を広義に解

釈してついに還俗。今は福岡で俗に入って俗に従い働き、

家族とともに暮らしている。

ポカラ

マナスル

カトマンズ

エベレスト

➞
➞

シッキム

シガチェ

シシャパンマ

ガネッシュ
ヒマール

ラサ

ラサ～カトマンズの地図（紅色の太線・破線が亡命ルートと推定される。エベレストは図の中央下にある。）

冬の黄河上流と河岸にあるムラ
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　私が飼っているトイプードルの名前は“ビィビィ”とい

います。「今日の散歩はどこら辺へ行こうかねぇ」とビィ

ビィと出かけた先から帰ろうとした時、移動図書車のス

ケッチが目に入りました。

　「このスケッチの移動図書車は本物があるのですか？」

と聞きましたら「ありますよ」「どこに？」「福岡にありま

すよ」「福岡のどこですか？」「糸島ですよ」「糸島のどこ

ですか？」「志摩中学校の前ですよ」「私見たいです」（私

は福岡県糸島市志摩に住んでいます）・・・すぐに連絡を

して下さったので私は、その足で見に行きましたら、在り

ました。私が描いていた移動図書車と全く同じのが・・・

（人というのは同じ事を考えるものだと再認識）。東日本大

震災支援のため福島で作られた移動図書車ですが、熊本の

震災支援で九州までたどり着き熊本へ向かうまでの間、福

岡でチョッと休憩しているとの説明でした。

　パキスタンの政治情勢が悪く現地へ行くのを控え、行け

るようになるまで自分達が出来る事としてパキスタンの昔

話の本【群青の天空に近い村】を作りました。この本が

手元に届いたすぐ後に日本山岳会福岡支部の忘年登山後

（2015.11）の親睦会にて山本博先生や深田泰三さんが皆さ

んに声をかけて頂いた時は本当に大変嬉しかったです。そ

のほか紙芝居【ボーズヤの約束】、ウルドウ語訳の本そし

て日本語の前文を英語訳した冊子などの制作が一段落した

一昨年、 外務省職員から講演の案内が届きました。私は東

京の会員に出席を頼みましたがスケジュールが合わないと

のことで、私が出席することになりました。

　講演会で外務省の人が話されるには「パキスタンは以前

に比べると安全になってきています」とのこと。周囲から

「良かったね～」と声をかけられても私は正直なところ、

すぐには信じられない心地でした。私の席の横はスズキ自

動車会社の人でした。九州へ帰った後スズキ（敬称略）か

ら「もっと詳しく聞きたい」というメールが届き私は浜松

の本社へ行き、ハートゥ・ハートゥ（以後ハートゥと記し

ます）が抱いている移動図書車の件を話しました。パキス

タンのスズキ自動車会社（パックスズキ）と繋がる事にな

り後日、移動図書車の見積もりを出してくれるようにお願

いしましたら「見積もりは出しません。必要ありません」

とメールにある。「エッ！」ダメなのか・・・。続いて「パッ

クスズキが寄贈します」と記してあります。「エ～ッ！！」。

　10 年以上前に東京で、私がパキスタン駐日本大使の新

旧入れ変わり時に招待して頂いた際、大使への挨拶順番が

私の前後だった人に「大使と何を話されていたのですか？」

と聞かれ、私は「移動図書車の話をしました」と答えたこ

とがありました。後日パックスズキはその時の件を聞いて

いて知っていたとの事で不思議な縁を感じました。

　移動図書車に積む書籍は、今までにパスー村やグルキン

村へ寄贈続けてきた本に加え、これから移動図書車が村々

を何回も巡るに足る書籍を購入したいと考えていました。

しかし、想定外の事が重なり結局パックスズキの尽力とカ

ラチの日本総領事館のご協力で、カラチにて書籍購入する

事と製造途中の移動図書車も確認することが出来ました。

二つの山場を越えることが出来て感謝でした。文章で記す

ると数行ですが・・・日記風に記すると何ページにもなり

ます・・・。

　現地へは私が日本山岳会会員になるための推薦人の一人

であり日本山岳会福岡支部事務局長でフンザ地域へも何度

も行っている渡部さんと「フンザへ行けるようになったら

一緒に」という長年の約束を実行して頂く事になりまし

た。私自身はこれまでになく安心して現地訪問が出来まし

た。私は英語が大の苦手ですが通訳も渡部さんにやって頂

き、大変助かり感謝しました。ハートウが発足した時から

水野　公代
№14711
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2018年 フンザ「ハートゥ・ハートゥ」報告

【ゲレック氏の遊牧民支援活動】

　日本で暮らすうちに日本の義務教育の制度を知り感動し

た。故郷の遊牧民の環境変化を見て、遊牧民にも教育がな

ければ現在の中国の中にあっては将来がないと思うように

なった。

　現在ムラにはおよそ 350 世帯程の人々が遊牧民として暮

らしている。遊牧民の環境下では、子供たちが学校教育を

受ける制度が成り立っておらず、一度も学校教育を受けな

いまま成人し生活しているのが現状だ。ごく少数の子供た

ちは、遠い地域にある学校に通うため、家族と離れて寮生

活をしている。

　ゲレック氏は 2010 年 11 月、ムラへの学校設立を実現す

ることを目標とした会を発足。今まで４回の現地視察を企

画し日本人に遊牧民の生活や現状を見てもらう機会を設

けた。そして、2015 年 11 月幼稚園を設立し、また、2017

年 9 月には小学校が一部開校し新入生を迎えることができ

た。ゲレック氏の提案の元、あくまでも地元の人々から中

国地方政府に働きかけることで曲りなりにも教育がスター

トした。また、厳しい冬には家を出る習慣のなかった子供

たちのために、防寒着となる冬用「チュパ」を贈るプロジェ

クトを起こし、昨年新入生全員に寄付することができた。

　今後も新入生のためにプロジェクトは継続し、資金だけ

を提供するものではなく現地の人々と共に模索しながら教

育支援を行っていくとのことである。

　日本山岳会福岡支部の皆様にもたくさんご支援をいただ

きました。今後とも是非ともご支援をお願いいたします。

最後にゲレック氏の「チベット・ノマド 子供支援の会」

のホームページ・アドレスを添付いたします。

http://ncoamdo.com/
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ズーッと利用していた手描きの地図を見て、渡部さんから

「これは僕が描いた地図です」と聞いた時には驚きました。

　パスー村学校の図書室は三畳位で先生の後ろに見える橙

色の籠にハートウで寄贈した本を入れ、近くの学校へ貸し

出していると言っていましたが、現在では多くの本が収

まった図書室（右下の写真）に成長していて本当に良かっ

たと思いました。

　ギルギットにパスー村から青年が移動図書車の運転手と

して付き、一緒にパスー村へと出発しました。途中数年前

の水害で山が崩れ湖が出来ている所で休憩した時、運転し

ている青年が移動図書車の側面の写真を指差して「これは

僕です」「マー！成長したこと・・・」と一同が驚きました。

　無事にパスー村に着き、さっそく荷を解き女性センター

に寄贈するロックミシンを見て「私のロックミシンと、こ

のロックミシンは違う！解らない」との事。他の会員たち

が説明書と首っ引きで見事に使えるようにしてれました。

翌日には、村の若い代表女性三人に使い方を教えていて「凄

い！！」と感心しました。

　ギルギットで受け取った移動図書車に書籍を段ボール箱

から取り出して図書車に移していて・・・棚がたわみ・・・

本が置けない状態だったのを、井上さんと村が他の村から

呼んだという大工仕事が出来るという人と二人で奮闘して

無事に書籍の重量に耐える棚にしてくれました。凄い！！

　広場に村人が集まり、１０歳位の女の子のお祈りからセ

レモニーが始まりました。次から次へと大人の演説やら子

供たちの歌や移動図書車の利用の公開討論やらがあり、移

動図書車のキーの受け渡しでセレモニーは無事終了し、皆

が喜んでいる様子を見て「ホッ」としました。セレモニー

後には懐かしい人々とも会え、支え続けてくれたと人達と

発足時に「援助し過ぎないようにしよう」「後々までニッ

コリ笑える活動にしたいね」と話したのが実現出来たのか

な～と思い、そして私が内心で願っていた「周辺の村へも

巡回したい」と言って頂いたのが何よりも一番嬉しく思い

ました。

　次に、水撃ポンプがどうなっているのか？と設置した

ギルチャ村へ見に行きました。水撃ポンプは見当たりま

せん・・・水害で流されたとか・・・ガッカリしている

時、青年が近づいてきましたので「昔ここでヤーリィ ヤー

リィって水撃ポンプの長いパイプを運んだ事がある」と私

がポツリと私が言ったら「僕はヤーリィヤーリイと掛け声

を出してパイプを運びました」と言うので写真を出して見

せましたら写真の中の子供を指さし「これが僕です」との
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事！あの時手伝ってくれた青年でした。ヤーリイ ヤーリ

イとは“おおきなかぶ“という絵本を私がウルドゥ語訳で

読み、人形劇でもやっていた話の中で、カブを引っ張る時

「ヤーリイ ヤーリイ」との掛け声が当時はやったのです。

　パキスタン日本大使館の草の根基金で造った全長 600

メートルの護岸工事の最後に「水との戦いは、ここに住ん

でいる俺たちの宿命だ！」と一人の男性が仁王立ちになっ

て言った時は「重機があったら村人の労働も護岸のもちも

違っただろうに・・・本当に悔しいな～」と思っていまし

た。今回の工事で完成した立派な護岸は無惨に壊れていま

した。しかし目的であった水の流れを変えるという役目は

果たしたんだと自らを慰めています。

　次に、活動を振り返って印象に残る会話を記してみます。

・ハートゥのメンバーが病気になった時、村の男衆が隣の

部屋に控え「水野心配するな。人は誰だって病気になる

自分たちが付いている」と言ってくれた事（この時はヘ

リコプターの手配までしてくれた）。

・ 私が悩んでいたら現地の人が「水野は船に乗っていれば、

自分たちが漕ぐ。水は上から下に流れる。同じ所に到着

するから大丈夫」と言ってくれた事。

・ 「ハートゥ・ハートゥ」は来る度に人々との鎖が丈夫に

なってゆくと言われた事。

・何もなかったのに「ハートゥ・ハートゥ」が色々残して

くれたと言われた事とか色々思い出しました・・・村人

達が喜んでくれているのに対し、私が感謝したいくらい

です。

　振り返ると、私自身は英語も出来ない・知っている事は

少ない・口先で喋っているだけ・・・何のお返しも出来な

い・・・ナイナイづくし・・・こんな私に協力して頂いた

方から「楽しかった」「関わらせて貰いありがとう」と言

われ、私は皆さんの方がどんなに大変だったかを想像し、

返答に困り言葉が出ませんでした。・・・・・・感謝以外

にないと思っています。

　「ハートゥ・ハートゥ」が掲げていた【“夢”移動図書車

を走らせる】がお陰様で実現出来ましたので、幕を下ろし

たいと思います。

　それにしても「山が好き」とスタートしたはずなのに、

肝心な（山中ではなく）山登りみたいなことは一度しか経

験ぜすに今に至ってしまいました。

地元の新聞に紹介された「ハートゥ・ハートゥ」の活動

廃れ始めていた伝統刺繍を「教えて欲しい」と言われるように

なったと女性は喜んでいました。

洋裁技術を取得した娘たちが、他の村へお嫁に行き重宝がられて

いると喜んでいました。

パスー氷河から引いた水道が「長い間この地域の重い荷物を降ろ
してくれた。日本にお礼を伝えてくれ」と村人たちは喜んでいま
した。中央の女性は筆者。

完成した当時の護岸堤
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　昨年の 12 月１日、日本山岳会年次晩餐会が新宿の京王

プラザホテルで開催された。参加者 500 人を越える盛大な

催しで、福岡支部からは高木荘輔支部長、中村正義氏に私

の３名が参加した。

　晩餐会には例年参加の依頼を受けていたが、何分にも福

岡、屋久島と遠方での生活であったがために参加を辞退し

てきたが、今年は会員 50 年の永年会員の顕彰を受ける事

もあり、また、一昨年東京に近い長野の小諸に移住したこ

ともあって参加することになった。

　日本山岳会入会のいきさつは、当時地図の空白部であっ

た屋久島の地図作り、地域研究を進めていた事と、一方福

岡の岳友も含めて、全国の山岳会がこぞってヒマラヤへ挑

戦している時代で、当然私もヒマラヤへの夢を絶ちがたく、

この二つのテーマを生涯の生きがいとして活動することを

心に誓っていた。

　屋久島に関しては松本徰夫先生（元福岡支部支部長、山

口大学名誉教授、第９回秩父宮記念山岳賞受賞）に師事し、

ヒマラヤ関係では深田久弥先生の影響を多々受けていた関

係、両先生の紹介を受けて 1965 年５月日本山岳会に入会

することになった。

　日本山岳会は明治 38 年に創立された国内最初の山岳会

で権威ある山岳会としてご高名なクライマーを多く輩出し

てきた実績などから、入会にはそれなりの登山実績や考え

方がしっかりした者しか入会できないと言う気運があり、

当時地方からの入会は非常に難しい時代であったと記憶し

ている。私みたいな若輩者がご高名な両先生のご紹介を

もって入会することができた事は、以後会員として恥じな

い行動を心がけねばと常々考えてきたことでもあった。

　地域研究とヒマラヤという２つのテーマは屋久島関係の

著書 11 冊、ヒマラヤ関係３冊を出版し、ほか短編の著作

や関係著述 32 点を執筆した。日本山岳会と両先生に何ら

かのはなむけができたのではないかと思う。

　考えてみれば、日本山岳会員として何ら問題もなく 50

年もの間安定した社会情勢、経済的に潤った環境に恵まれ、

好きな山や自然と対話できたことは、何事にも代えがたい

人生の宝物として感慨深いものを感じている。

　振り返り見ると、若かりし頃は岩登りに明け暮れ、英彦

山望雲台、阿蘇高岳鷲ケ峰、冬期大山屏風岩、別山中央稜、

屋久島本富岳南壁、前障子岳南西稜、障子尾根、ローソク

岩、各渓谷遡行、谷川岳衝立岩、烏帽子奥壁、穂高岳屏風

岩、積雪期前穂高東壁、滝谷、積雪期北岳バットレスなど

果敢に挑戦した当時を思い出す。

　一方海外では、1968 年、しんつくし山岳会海外登山研

究会（後の福岡 GCC）のボルネオ島・キナバル山塊のツク

シピーク（4010 ｍ）初登頂、ヒマラヤでは 1971 年、ヒマ

ラヤ・ロールワリンからテシラプチャ峠を越えてクーンブ

地方の偵察、1973 年の我会（福岡 GCC）８名による２ケ月

半にわたるランタンヒマールの踏査活動、及びドラグマル

ポ・リ（6204 ｍ）登頂、チュスムド・リ（6602 ｍ）試登、

1998 年には日本山岳会福岡支部の西チベットの最高峰ナ

ムナニ峰登頂、カイラス巡礼など行なった。

　私的にはチベット東部６回、パキスタン・カラコルム２

回、ネパール各地 15 回の踏査及びトレッキング、アフリカ・

ケニア山、キリマンジャロ登山、屋久島の酸性雨調査の一

環として韓国冬期漢拏山での調査登山２回、雪岳山、智異

会員50年にあたって

左：永田岳(1886m)、右ネマチ峰(1814m)

谷川岳・衝立岩 1968 年 キナバル山・
ツクシピークの登頂

太田　五雄
№6486

1973 年　ランタンヒマール
背景左：ドラグマルポ・リ、右：チュスムド・リ

（前列左より2人目が筆者）
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で石原さんに来ていただきました。

　このプリント、皆さんのところに行ってると思いますけ

れども、とにかくですね、石原さんは先ほどお話ししまし

たけれども、魚津恭太の、モデルでありまして、私も、本

当にここに石原さんがいらっしやるということ自体がです

ね、不思議だなあというようを気もするんですけれども、

実は数年前に立命館大学でこの会がありました時に、やは

り石原さんがおいでになりまして、最後の懇親会まで参加

されたということがございました。事務局長とどなたに今

回しようかと話しまして、とにかく石原さんにおいでいた

だかなければいけないのではないかということで、昨日、

九州博多の方から、奥様といっしょにこちらの方にいらっ

しゃいました。

　それでは流れとしまして、まず、私の方から大体 60 分

程度、石原さんにご質問いたします。石原さんの方から自

司会　本日は皆さんご存じの石原國利さんに、「井上靖先

生―想い出すこと」の題目で、田村会長のインタビュー形

式で始めたいと思います。

　本日、石原さんが貴重な資料をたくさんお持ちいただき

ました。その中で、大変有名な「氷壁」の「ナイロンザイ

ル事件」という「氷壁」の最も貴重な資料となった本をお

持ちいただいたんですが、かなり時間も経ってまして触る

と崩れるような部分もあるかと思います。こちらの資料、

全てお話の後、ご覧いただいて構いませんが、「ナイロン

ザイル事件」については、遠くから見るだけ、触らないで

お願いいたします。

　それでは田村会長、お願いいたします。

田村嘉勝会長（以下、田村）　初めから注文を申し上げて

申し訳ございませんけれども、とにかく貴重本でして、透

明の袋に入っておりますが、この形でご覧いただければと

思います。これから始めたいと思いますが、井上靖研究会

が、こういう企画を組んだのはこれで 4回目になります。

　生前、井上先生というよりも、研究対象として語ります

ので、井上靖と言わせてもらいますので、了解いただけれ

ばと思います。生前、井上靖とかかわっていた方々に、是

非これは記録として残しておかなければいけないのではな

いか、というふうなことでもって、今回 4回目ということ

石原國利 会員（No.5180）の対談を転載するにあたって：

　何事にも歴史をひも解いてゆくには、歴史を動かした当事者が書いたり、話をして記録に残った一次資料が重要である。いくばくか

のチベットや辺境に関する探検史を説いてきた編集子には、古い時代のことだけに一次資料の検索と選択に多くの時間を割いた覚えが

ある。歴史は時を経るほどに後代の「解釈」が紛れ込む宿命をもっている。それゆえに、限りなく史実に近いことが早く公に記録とし

てきちんと整理され、多くのひとの目に触れることが正しい歴史を理解するうえで非常に重要な矯正材となる。

　ここに掲載した石原会員の対談録は日本の山岳史上有名な「ナイロンロープ切断」事件の当事者の記憶をとどめた貴重な一次資料で

ある。小説家井上靖の研究会を主宰される田村嘉勝会長とご本人の許可をえて、雑誌「井上靖研究」第 17 号（2018）より 86 ～ 101 ペー

ジを転載させてもらった。お二人に厚くお礼を申し上げる。石原会員は東海支部所属だが、福岡市近郊にお住まいで福岡支部の活動に

はいつも御協力いただいている。（編集子記）

記録：宮﨑　潤一

4. 特別寄稿　石原 國利氏の対談録（聞き手：田村 嘉勝）4. 特別寄稿　石原 國利氏の対談録（聞き手：田村 嘉勝）4. 特別寄稿　石原 國利氏の対談録（聞き手：田村 嘉勝）

石原國利氏「井上靖先生 －想い出すこと－」

山での登山、中国環境局と北九州国際技術協力協会の合同

チベット長江源流調査隊参加、大気、水質、土壌などの環

境調査、ボルネオ２回、ほか私的旅行ではイラン・ザクロ

ス山脈、東南アジア・シンガポール、マレーシア、タイ、

香港、台湾などの旅を楽しんだ。

　会員としての 50 年、若かりし頃心に誓った二つのテー

マを、満足いく形で遂行してきた私の山の人生を振り返る

と感慨深いものがある。そこには恵まれた環境と共に私の

半生に惜しみなく協力してくれたた多くの岳友に感謝せず

にはいられない。

　これからも会員として山や自然を対象に、美味しい酒を

たしなみながら岳友と語りあいたいものである。

1986 年　タルチェンからナムナニ峰(7694m)
日本山岳会福岡支部発足40周年記念登山
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それで登山技術がそれについてあるわけなんですけれど

も、私たちも従来の登山技術を元にして、ザイルを更に進

化させた道具として、ナイロンザイルを採用したわけなん

です。ナイロンザイルというのは戦後、昭和 20 年 (1945）

以降、使われるようになったザイルでして、これはナイロ

ンという繊維ができて、全ての性能が優れていると、引っ

張る力はもちろんのこと、軽くて凍らない、それからどう

いう場合にも対処できる柔軟性があるということで、ナイ

ロンのザイルは採用されて来たわけです。最初にそれを

使ったのはフランスのアンナプルナ隊です。

　世界には 8 峰の 8000 メートル級の山があり、これジャ

イアンツと呼んでいますけれども、1950 年にこれを最初

に登ったのがフランス隊です。フランスの優秀なガイドを

集めてネパールに遠征隊を出して、頂上に達した。その時

に使ったのがナイロン部隊と言われ、ナイロンザイル、ナ

イロンのテント、ナイロンのウインドヤッケですか、そう

いうのを使った隊でした。日本でも、マナスル隊がこれを

採用しまして、昭和 28 年 (1953）マナスルの頂上眞近に

達するというようなことだったわけなんです。それで国内

におりました私どももナイロンザイルをということで、当

時非常に高価だったんですけれども、求めて、初採用とい

うときに発生した事故なんです。

　私どもは昭和 30 年 (1955）の 1 月 1 日にべースキャン

プを出発しまして、前穂高岳東壁に取りついたわけなんで

すが、頂上直下で日が暮れてしまいまして、ビバークと言

いまして、緊急宿泊、岩棚に座ってツェルトザックという

簡易テントを被って夜を過ごすというような過ごし方をし

て、翌朝、2 日の日に再度登り始めて、本当に、登攀終了

点まであと 7，8 メートル、もうちょっとで頂上間近だと

いうところで、先頭の若山五朗君が上に出ている岩にザイ

ルをかけて、上にあがろうとしたんです。足を滑らせても

ザイルをかけてますから当然止まる。当然なわけなんです

けども、その時にザイルが ･…、私、2 番目でザイルを確

保しておったんですけれども、私に衝動が全く伝わらずに、

プツンともう、本当にあっけなく切れて、若山君は岩壁の

下まで落ちていったということが起きたわけです。

　これは登山界でも大問題になりまして、私どもはナイロ

ンザイルが切れて遭難したということを発表したわけなん

ですけれども、現場の関係も詳しくこういう位置関係で

あったというようなことも発表したわけなんですけれど

も、登山界ではナイロンザイルは果たしてそんなに弱いも

のであろうか、そんなにあっけなく切れるものであろうか、

というようなことが問題になったわけです。

　ところが我々が調べてみますと、私たちと前後して合計

3件、穂高でナイロンザイルが切れておったわけなんです。

　最初に切れたのは 29 年の末に慶応大学の登山クラブ、

山岳部でなく、東雲（シノノメ）山渓会という登山クラブ

の方たちが同じ穂高山系の明神岳というところを登ってい

て、ナイロンザイルが切れて、一人重傷になって、しばら

く意識不明だったというような事件が起きています。それ

から私たちが事故を起こしたということを知って、救援に

駆けつけようとした大阪市立大学の山岳部の方も、救援行

動中にスリップして、ナイロンザイルが切れて雪だまりに

落ちて、この方は大した傷も受けずに助かったと、続けて

3 件、ナイロンザイルが切断するということが起きたわけ

由にお話しして頂きたいというふうに思っております。

　それでその後ですね、皆様の方から質問を含めてお話し

を頂きたいと考えております。よろしくお願いいたします。

　それでは石原さんよろしくお願いいたします。

田村　石原さんは「氷壁」の主人公魚津恭太のモデルとし

て知られますが、初めて井上靖さんとお会いした時の思い

出についてお話ししてください。

石原國利氏（以下、石原）　初めまして石原でございます。

普段は文学とは全く離れたことをしておりまして、町の一

介の一市井人にすぎませんので、先生と言われると身が縮

む思いがするような自分です。どうぞお許しいただきたい

と存じます。

　井上靖先生とのつながりについてのお尋ねですけれど

も、私は学生時代、登山に熱中しておりまして、とにかく

登山が全て、というような生活を過ごしておりました。

　山になぜ登るかというようなことをよく尋ねられますけ

れども、登山というのも非常に時代とともに変転しており

まして、最初にアルピニズムというようなことを言われる

ようになりましたのは、ヨーロッパからなんですが、こ

れは最初の大きな目標はエベレストが目的だったんです

ね。エベレストの頂上に人類が到達できるか、ということ

が目的で、これにイギリスが 1921 年にとりかかりまして、

1953 年に 33 年かかかって頂上に辿り着いたというような

ことで、その思想が日本に、槇(まき)有(ゆう)恒(こう)

さんがヨーロッパから帰ってこられて普及されまして、日

本でも「困難を克服して山に挑む」というアルピニズムと

いう思想が、特に若い人の中にも興ったわけです。

　まず頂上に辿りつくということが第一目標でした。

　頂上が登り尽くされてしまいますと今度はもっと難しい

ルートから登るというような流れが起きたわけで、それら

難しいルートから登られると、今度は最終的には岩壁を登

るということが一つの目標になってきたわけです。

　ヨーロッパではアイガーの北壁というものがございます

ね。これは何十人という人が死んだり怪我をしたりしてい

ます。日本でも谷川岳というのは、これはもう 200 人近い

人が岩壁で遭難して亡くなっているような事態にまでなっ

てきて、私どもが登っていた時代は、難しい岩壁をどうやっ

て登るかという時代でした。

　私たちが目標としました前穂高の東壁という、非常に

高度差のある岩壁があるんですけれども、これは夏場は

登られておったんですけれども、雪の付いた冬に完登し

た人はいなく、途中で横道に逸れて頂上に達したという

人はいるんですけれども、真っ直ぐ登ったという人はい

ないということで、私たちはそれを目標に前穂高に取り

組んだわけです。

　その時に起きた事故がこのナイロンザイル事件というこ

となんです。起きたのは昭和 30 年の正月なんですけれど

も、昭和 29 年の暮れから穂高に入りまして、30 年になっ

て岩壁にとりついたわけなんですけれども、その時に使っ

たのがナイロンザイルというザイルなんです。岩登りをす

る場合は、身の安全を確保するためにザイルを使って登ら

なければなりません。

　墜落したときに止まるようにザイルで止めるわけです。
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なんです。それで私どもは当然、弱いと…、非常に欠陥が

あるんではないかと…、こういう 3件とも岩角に掛けた場

合に切れてると、だから強いと言われているけれども、岩

角に対しては非常に弱いんではないかという疑問を登山界

に提出したわけなんです。

　ところが登山界では、果たして弱いんであろうかどう

かというようなことが議論になったわけなんです。その

時に日本山岳会の関西支部長で大阪大学の教授の篠田軍

治という方がいらっしゃるわけで、この方の監督で、ザ

イルを作った東京製綱で公開実験をしますということを

発表されて、これが、その年の 4 月 29 日、東京製綱蒲郡

工場の中に大きな鉄製の櫓が建てられまして、公開実験

が行われました。

　公開実験の結果、やはりナイロンザイルは切れない。麻

ザイルより数倍強いという結果が出たわけでございます。

　そして、私共が発表しました、切断時の位置関係、すべ

て再現しましたけれども切れないと。それから麻材のザイ

ルとの比較。やはり実験されましたけれど、やはりナイロ

ン製は麻材より数倍の強度をもつということが大々的に発

表されたわけです。新聞・山岳雑誌すべて強いんだ、優秀

なんだということが公になりました。

　それで、私たちの言うことはまったく否定されたという

事態になったわけです。

　ところが私たちの山岳会の会長は、亡くなった若山五

朗君のお兄さんで、石岡繁雄さんという方ですが、名古

屋大学の工学部の第 1 回卒業生なんです。この方がそん

なはずはないということで、ナイロンザイルの岩角につ

いての性能について名古屋大学の協力を得ながら、その

結果鋭い岩角には弱いということがはっきりした形で把

握できたんです。

　そして、束京製綱の実験を指導した篠田軍治博士の発表

に対して「いままでの発表では次の事故が発生する心配が

非常に大きい。だから公開実験の結果は誤りであるという

ことを発表してほしい」ということを再三、お願いしまし

た。それからだんだん要求という形でいったわけなんです

けれど、誠意ある回答が出ない。ということで、私たちは、

今迄のいきさつをすべて網羅した資料集といった、それが

「ナイロン・ザイル事件」という、これが当時のものです

けど。これは当時のガリ版刷りなんです。印刷代もなくて

ガリ版刷りの印刷で作りました。200 部作って 100 部くら

いを各新聞社、それから山岳雑誌社なんかに送りました。

今はもうこんなボロボロになってしまって、非常に貴重品

になってしまって…。

　これを編集した石岡繁雄さんの生誕 100 年記念展を今、

上高地でやっているんですが、8月いっぱいやっています。

それでそれを機会にこれを活字化したものがこれです。こ

れは保存のため、僅かだけ活字化してつくったという状態

です。あとでご覧になってください。

　そういうことがありまして、ナイロンザイル事件という、

これが「氷壁」の出発点なんです。

　このお送りしたという 1冊を、三笠書房の編集長の長越

茂雄さん、別名安川茂雄さんが井上先生に「こういうこと

がおきてますよ」と「ナイロン・ザイル事件報告書」をお

見せになった。

　井上先生が「これはおもしろい是非、当事者に会ってみ

たい」ということをお話になった。この本の「ナイロン・

ザイル事件」を編集した石岡繁雄さんは当時、名古屋大学

で事務官をなさっていました。

　日本育英会がありますね。日本育英会は当時まだ日本の

貧しい時代で育英資金をもらうことが非常に困難な時代で

した。育英資金を取得するのも競争でした。それで一番公

平な決定の仕方ということを石岡さんが論文化して発表さ

れた。文部省が長いこと研究して「一度話にきてください。」

ということで、育英資金関係の国立大学の関係者を全部集

めて講演会が行われました。

　石岡さんが上京されるときに「東京へ出るときに長越さ

んから井上靖という作家に是非あって欲しい。という依頼

がきている。だから石原君もー緒に行かないか」と声がか

かりました。当時私は学生で東京にいましたので、「じゃ

あお伴します」ということで、まず長越さんとお会いする

ことになりました。

　三笠会館（銀座 5丁目）というレストランがありまして

そこで落ち合うということになりました。一緒に行きまし

て私はもちろん石岡さんも長越さんとは初対面であったけ

れど石岡さんと長越さんは、方や穂高、方や谷川岳の第一

人者ということでお互い文通もあるし知り合いでした。け

れどもしかし、顔を合わせるのは初めてだったらしいの

で…それで会館まで行きましたら「井上靖さんが君たち

に是非会いたいといっているいまから行こう。」と言われ

て「ええ結構ですよ」ということで三笠会館からタクシー

で…。そのころは井上先生は大井町にいらっしやいまして

ね。大井町まで行って初めて井上先生に会いました。昭和

31 年 9 月の暑い時期でした。「ナイロン・ザイル事件」の

本が出たのは昭和 31 年の 7 月ですから、9 月頃だと思い

ます。それで井上先生に初めてお会いしたとき、そのとき

井上先生が「この資料に関心を持っている。これを小説の

材料として使わせて下さい」ということを私共におっしゃ

いました。それで私共は「事実が曲げて書かれなければ結

構です、どうぞお使い下さい」ということで了承したわけ

です。「じゃあ事実関係を色々お聞きしますから」という

ことで、私ちょうど学生で世田谷に下宿していたので、「石

原君話をきかせてください」ということから色々と交流が

はじまった次第でございます。

　ちょっと長くなりましたが以上のようなことでござい

ます。

田村　石原さんは、井上靖が「氷壁」を連載中、しばしば

取材を受けたと伺っていますが、井上靖は、石原さんに主

にどのようなことをお尋ねになりましたか。取材中の井上

靖についてくわしく教えてください。

　中でも井上靖にナイロンザイル事件についてどのように

話されましたか。特に印象に残ったことがあれば教えてく

ださい。

石原　井上先生にはお会いして、事実関係から説明すると

いうことからはじまったのです。井上先生は、最初に私に

対して、「私は登山のことは、全く何もわかりません。だ

から、すべて教えて下さい」と言われました。そして、大

学ノートを広げて私の言うことを逐一メモされておりまし

た。中には絵を描いて「これでいいですか」ということを
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確認しながら、作業を進められました。

　私まだ学生で九州から出てきて世間のことを何も知らな

い。だから長越さんが井上先生のことを「先生、先生」と

おっしゃるんで、作家の方に会うのは私は生まれてはじめ

てなんです。作家の方を先生と呼ぶのも知らなかった。先

生といえば学校の先生かお医者さんくらいしか呼んだこと

ない子供だったんです。長越さんが「井上先生、先生」と

呼んでらっしやるので…。どうお呼びするのか戸惑ってい

ました。

　それから井上先生の私が知っていることを聞き取る作業

の進め方は学者と一緒だったような気がしました。すべて

を記録して、それが間違えがないように確認をして、特に

きちっとされる。というようなことから、すばらしいお方

だということで私も自然と先生、先生とお呼びするように

なりました。そういう関係でございます。

田村　石原さんは「氷壁」連載終了後も、ともに穂高岳を

登る「かえる会」などで井上靖と交涜が続いたと伺ってい

ます。「氷壁」連載終了後の井上靖との交流について、特

に登山中の井上靖の行動について印象に残ったことがあれ

ばお話しください。

石原　『氷壁』が昭和 31 年の暮れから朝日新聞に連載され、

昭和 32 年 5 月に終了してこれが一冊の本になりました。

これが、初版本です。あと、朝日新聞の連載中の挿絵を生

沢朗先生が本になさっている。そういうようなことで、連

載がおわってからはしばらくはもう、先生にお会いするこ

ともなくて、そのままになっていたんですが、あるとき何

かのきっかけで「穂高に行きますけれど一緒に行きません

か」というお誘いが先生の方からありました。それで何人

かの親しい山の仲間を誘い出して「じゃあお伴します」と

いうことで行き始めたわけなんです。

　どうして「かえる会」かといいますと、この『氷壁』の

中で、穂高に明神という地域があります。そこで、春が終

わって蛙が地上に溢れるようになるときのことを描写して

あるのですけど、それをもとに「かえる会」という集まり

ができたというようにお聞きしました。私共が参加したの

は 2・3回目ころのことだったと思います。

　それで山の中の井上先生はどんなんだったかというと、

非常にくつろいでおられました。仕事を離れてくつろいで

おられるということはよく分かりました。

　徳沢園という所へ泊まってから涸沢というところまでい

つもお伴したわけですけれど、途中坂がきついわけですね。

井上先生は腰に手をあてゆっくり登りながらけっしてきつ

いとか弱音を吐かれませんでした。それはいつも感心して

いました。みんなきつそうに「あー、きついな、きついな」

ということをおっしやっていましたけれど、先生は腰に手

をあててゆっくり黙々として登っておられました。それが

非常に印象に残っています。

田村　1971 年これは昭和 46 年の 9 月から 10 月にかけて、

石原さんは、井上靖のネパール・アフガニスタン取材旅行

に同行されともにヒマラヤ山地へ脚を踏み込まれていま

す。そのヒマラヤ旅行の際の井上靖との思い出についても

お聞かせください。

石原　先ほど話しました「かえる会」の山行きで非常に親

しくなりまして、忘年会にもご招待いただいたりしていま

す。それでそのあと是非家に来てもう一度飲もうと誘われ

て、二次会、三次会と深夜までお酒のおつきあいをさせて

いただきました。

　その時に井上先生が「山はいいな、ヒマラヤなんか行く

といいな。」なんていうことをおっしゃっていましたので、

私共が、昭和 46 年にヒマラヤ行きを計画したんですけど、

先生に「今度ヒマラヤで月見をするトレッキングをしよう

と計画しております」というようなことで計画の概略を話

しましたところ、「うーん」といって黙って聞いておられ

ました。そして「一日考えさせてくれ」ということがあっ

ておわかれしたわけです。

　翌日になりますと私共に電話がありました。「私も行き

ます」というお言葉でした。私共もまさか井上先生がヒマ

ラヤまでおいでになると思わなかったので、我々は大慌て

で慌てたわけです。これが先ほどの日程の昭和 46 年の 9

月末から 10 月末までのことです。このとき井上先生は「ヒ

マラヤ行く前にシルクロードのアフガニスタンに寄りた

い」ということをおっしゃったわけです。シルクロードの

ことに関して私どもはまったく無知でした。それで私共の

山岳会の友達に「井上先生がアフガニスタンに寄りたいと

おっしゃっている」ということで、丁度私の友人にナジー

ブラ・モハバット君がいました。

　ナジーブ君と呼んでいます。アフガニスタンから来た留

学生で名古屋大学の卒業生です。ナジーブ君に同行をお願

いして快諾を得ました。私は大学を出てすぐ、名古屋大学

の学生部に事務官として就職していたわけです。どうして

かというと、先ほどの石岡繁雄さんから私が大学卒業する

に際して「ナイロン・ザイル事件はまだ終了していない。

われわれはそれにむけて膨大な労力を必要とする。また私

達の山岳会である岩稜会が『穂高の岩場』という初めての

写真によるガイドブックを作成中で、これに手がいるから、

名古屋大学に勤務しないか。」と言われました。その一言

は私には絶対命令のようなものだったものですから私も、

「はい、わかりましたそのとおりにいたします。」というこ

とで名古屋大学に勤めて居った次第です。

田村　井上靖は、日頃自分の作品について話すことはあり

ましたか。また執筆中の作品のことや、構想中の作品につ

いて話をすることはありましたか。それぞれ、もしあれば

どのように話していたか。教えてください。

石原　二次会三次会で酒が進みますと先生は非常に能弁に

なられます。普段はあまりお話にならないが、進んでいろ

いろなことをお話ししてくださいました。そのときにいろ

いろ、これから書こうという小説のこととかお話になって

いたわけですけど、これは、私どもの迂闊なことで、その

とき聞いた時は非常に感心して「あーなるほどなあ」とい

うような聞きかたをしていた訳ですけど、感心したという

思い出だけが残って、その内容については具体的にいった

いどうだったかということを今想い出すことはまったく出

来ない。本当にメモしておけぼよかったということを思っ

ております。

　ただ、孔子のことはよくおっしゃってました。孔子はこ
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んなこと言っているよ、これは真実を突いているとか、言

葉の中心を見通したようなお話をしていらっしやいまし

た。が私の受け手の方が幼稚で十分なお応えができていま

せん。ほんと、申し訳ないと思います。

田村　孔子について井上靖は周到な準備をしていまし

てね、私もずいぶんお話を伺うことはありましたけれ

ど。

　石原さんにとって「氷壁」とはどのような作品でしょう

か。率直なご感想をお話しください。

石原　小説「氷壁」につきましては、私共の関心があった

のは、登山行為のことだけ、ナイロンザイルが強いか、弱

いかということをどういう風に表現なさるかということだ

けしか関心がありませんでした。

　文学のことはまったく分からないので、判断できないわ

けです。文学の善し悪しについては…そういう幼稚な人間

なんですけど。

　登山行為に間違いが無いかナイロンザイルに対する判断

に誤解がないかということだけが関心でございました。

　登場する人物その他については、これはもう先生のお創

りになった人物だというふうに割り切って考えています。

田村　最後に人間・井上靖の魅力についてお話しください。

石原　たとえば最初に先生とおよびした時に感じているよ

うに、とにかく物事を正確に把握する。そしてその中から

どういうことを引き出すかという作業をなさるのを間近に

拝見して、感心することばかりでした。そういうことです。

－質疑応答－

井上修一氏　よくわからないことは、大阪大学の工学部の

教授がナイロンザイルが切れるか切れないかを実験をやっ

たんです。公開実験を行いました。そしてその結果切れな

かった。しかし、石原さんたちが滑落したということを知っ

た登山グループの人たちがやると切れる。そうすると客観

的に見て大阪大学の実験の時は切れないという。公開実験

のとき大阪大学の先生が何か切れないような操作をしたと

は思えないし、そうするとなぜ切れたんだということにな

る。失礼、なぜ切れなかった。もし、操作をやって仮に切っ

た可能性があるとわかると、不思議でぼくにはナイロンザ

イル事件のことがはっきりしないことがあります。

石原　公開実験が起きて非難が私たちに集中したんです。

切れないという方、それから偽りの発表をしたんではない

かということに尽きたのです。

　早稲田大学の山岳部の監督で、関根さんという方が「化

学」という機関誌に「切れたということをいっているけれ

どもとんでもないことだ。ナイロンザイルは切れるはずな

いんだ、自分たちがビバークしたときにアイゼンで踏んで

傷をつけたのではないか。罪をナイロンに着せたい気持ち

も分かるが…」といったことをはっきり書かれているわけ

で、まあそういうようなことで私たちのいうことが間違い

だということを世間に広めるようになったわけです。

　ところがですね。石岡さんのところに、手紙が来たりす

るわけです。それは、実験を公開した束京製綱の社員のか

たからの「自分たちは良心の呵責に耐えられない」と。今

でいえば内部告発です。それから繊維を提供した東洋レー

ヨンの研究者も「実験室でヤスリで実験した場合、ナイロ

ンはそういう剪断力に弱点があるということがわかった。

公開実験で切れなかったことが不思議だ。」というような

ことがあるわけです。

　そのときに公開実験では登山者を大勢呼び集めて実験し

ましたから、三重県の山岳連盟も役員の方は見学に行って

いたわけですが、「どうもあの岩角、丸めてあったような

気がする」というようなことをおっしゃるわけです。であ

とでだんだん調べてみると、実際に丸めてあったのですね。

90度の岩角に対しては1ミリ、45度、まあ45度なんて普通、

引っかけないですけれどね、そういう刃物のような 45 度

の岩角については 2ミリの丸みがつけてありました。

　90 度の岩角に対しては 1 ミリ、45 度の岩角については

2 ミリの丸みがつけてあったことがはっきりしたわけで

す。実験すればその通りになるわけですね。丸くしてない

と切れるんです。高さ 10 メートル位の櫓の上で実験した

訳ですが、それが、岩角がまさか丸めてあるなんて誰も思

いません。

　岩角に弱いんだということで、岩角で実験するんです。

だから丸めてあるなどと誰も思わない。そのときは思っ

てなかった。だんだん調べてみると、丸くしていなけれ

ば公開実験通りの結果が出ない。ということが非常にはっ

きりしたわけです。だから私はこれは科学的に根拠を承

知した上、切れない結果になるように作られて発表され

ていると…。

　その後、だんだん積み重なってナイロンザイルは岩角に

弱いと、穂高で使った 8ミリの直径のザイルは、ザイルと

して使ってはいけないということまで非常にはっきりとし

たわけです。

　これがその新聞記事に出ています、（資料提示）。登山用

ロープの安全基準の制定です。これに採用されてナイロン

ザイルとしての公の規格が作られました。

　これは石岡繁雄さんの大功績です。それ以来、岩角のと

がっている事放はなくなりました。それまで、20 人近く

亡くなりました。岩角で…。

井上　僕が一番疑問に思っているのは。公開試験で切れな

いように、意識的に、意図的に角を丸めてたんですか。

石原　そうとしか考えられません。メーカーとの打ち合わ

せでそういう実験装置を作ったのですね、

井上　そのようにして切れない実験をしてそれは、誰のた

めに、何の目的でしたのでしょうか。

石原　東京製綱としても当時日本最大、今は世界一のロー

プメーカーなんですね。それにしても登山で使うザイルな

んて本当にサービスで作っているようなもので、売り上げ

からすれば、本当に微々たる商品なんですね。

　ところがザイルのために自分たちの会社の新製品として

売り出し中のナイロン・ロープが非難を受けるということ

は、耐え難かったんでしょうね。
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参加になりました。

　カトマンズからプロペラ機で出発し、いよいよ霧のか

かったヒマラヤの麓に着いた時、私当時日本で流行のミニ

スカートとハイヒールの格好でした。すると、直ぐに石原

さんやって来て怖い顔で「すぐにその靴を脱ぎなさい」と

おっしやつたのですよね。理由はなにもおっしゃらない。

とにかく「そのヒールは脱ぎなさい」と。私のほうは「えっ、

何で」という感じでしたね。

　父は石原さんのことを、「あれほど冷静な人を知らない。」

とよく言っておりました。「もっとも、冷静でなければ、

命がけの登山ができるはずがないよ」とも。立派なリュッ

クやアノラック姿で山に立っている父の写真は幾つも残っ

てはいますが、それは前後左右を親しい登山家に囲まれて

案内されたからで、父は一人ではどんな山も登りませんで

した。「素人は登山に安易に手をだすべきではない」これ

が父の信念でした。

　ヒマラヤ登山旅行は私にとって貴重な体験になったので

すが、それでも日本が舞台のはずの連載小説「星と祭」に、

自分たちの旅行が挟まって書かれている唐突さにとまどっ

た記憶がありました。

　「星と祭」の題から推察すると、父の構想には初めから

どこかの登山が設定されていて、どこかに行けたらよいか

と望んでいた状態だったのでしょうね。それが山の仲間の

協力で実現できたといった事情だったのでしょうか。

　ヒマラヤ旅行の前半はアフガニスタンを廻っての旅でし

た。なんだか魅力的な青年がいるからと、石原さん紹介さ

れたアフガニスタンの青年に父も好感を持って、結局、案

内人として一緒にアフガニスタンを回っています。

　東京オリンピックに彼が国旗の旗持ちで入場と聞いたの

ですが、本当ですか。

石原　それは初耳です。

黒田　私はそう思っていました。

石原　アフガニスタンでホッケーをしていたという話は聞

きましたけれど。

　入場式で旗を持って歩いたという話は私は聞いておりま

せん。がそれはあったかもしれません。ナジーブ君という

のは、お父さんが初代の日本代理大使です。その人の長男

で名古屋大学に留学しています。そのときの身辺の世話を

私が学生部の職員でしたからしました。

　食べ物などをすべて調べて、それで親しくなった。

　それでアフガニスタン行ったとき、私が引っ張り出した

んです。

　是非ついて来てくれ、現地の交渉もお願いしたいと。そ

ういうことで、彼は進んで参加してくれました。という関

係です。

黒田　ヒマラヤ旅行が書かれている「星と祭」。毎日新聞

に掲載されたこの小説は、子供を失った親の苦しみが延々

と書かれているストーリーで、初めの数ヶ月は読者の反響

一つ無く、新聞社が困っていたとの話を聞いています。

　もっとも、琵琶湖の十一面観音信仰に触れる頃からは、

多くの反響があり、琵琶湖の近辺にも訪れる人が増えたと

　ひっくり返してという気持ちがあったんでしょうね。当

時の社長は「どんなことでもするから押し通せ」というこ

とをおっしゃってたそうなんですけど。

　その当時ナイロンは世界的に注目されていて、漁網に良

いとされて麻のロープからナイロンに移っていったわけで

すね。漁網に使うロープの量は膨大で、東京製綱の利益の

大半を占めていたらしいです。「底曳き網」で魚を捕る人

たちからもナイロン製の網は水底で使うと網がよく切れる

という声が上がっていたそうなんで、だから、「漁網まで

被害が及ぶと大変だ」ということからナイロンは岩角に弱

いという印象を消してしまえというようなことだつたん

じゃないかと。

　これは、私共の推測なんですけど、そういう社会の状勢

でございました。

浦城幾世氏　直接的なことをお伺いさせていただきます。

石原さんは若山五朗さんとザイルがつながっていました。

そのナイロンザイルが切れて落ちた、その後、その切れ落

ちた場所の山には登られたんですか。登ることはしなかっ

たのですか。

石原　山登りは続けております。山登りをするとき、事件

後もナイロンザイルを使いましたけれど、岩角には弱いと

いうことを承知した上で、鋭い岩角にかかるような使い方

を一切いたしませんでした。

　岩角にかかったらバサッと切れるんだと。

　まっすぐ引っ張るのには強い。ということを知っていま

したので。そういう使い方をしています。

浦城　父が亡くなりましてから「かえる会」の方達が母を

「徳沢園にお連れする」といって下さり、みんなで徳沢園

にまいりました。奥又白の若山さんのお墓には、そのとき

初めてお参りをさせていただきました。あれからあのお墓

はどうなっていますか。そのままですか。毎年石原さんや

兄の石岡さん、山の仲間たちがあのお墓まで登ってお参り

をしていると当時聞いて感激したのですが。

石原　あれからどうなったということですね。あの場所は

あそこにある木を切って、そこに櫓に組んで、その上に遺

体を乗せて焼いた場所なんです。そこにケルンを作りまし

た。ただ、あそこは国立公園なんですね。国立公園の中に

はお墓を作つてはいけない。だから、お墓でなくてケルン

という呼び名で呼んでいます。

司会　黒田さん 1971 年に一緒にネパール・アフガニスタ

ンに行ったことがありますよね。その時の様子を話してく

ださい。

黒田佳子氏　石原さんがモデルの「氷壁」が掲載されたの

は、私が小学生の頃。小説「星と祭」に書かれたアフガニ

スタン旅行に石原さんたちと一緒に行ったのは、もう大学

を卒業して数年も経った頃でした。父が突然「山の連中が

ヒマラヤの上で月見しないかと言ってきた。」と話してき

て、その数日後「佳子、一緒に行かないか」と誘ってくれ

ました。特別に惹かれたわけでもないのですが、そのまま
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石原　まだ、「氷壁」が小説になったころにはナイロンザ

イル事件は終了していない、結論は出ていない。特に私達

は訴訟を起こしたりした相手の所行を告訴したりしてまし

たから。取り上げにくい材料ではなかったのか、それを材

料に使っていただけた。小説の材料に使っていただいたこ

とは、世間にはそれが知れ渡ったわけですから私たちには

援軍になりました。

　世論はまったく切れないじゃないかという声が強かった

わけで、「ナイロンザイル事件」があるということを世間

に知らしめた。ということは非常にわたしたちにとって援

軍になっていました。石岡繁雄さんも「是非ともこれをき

ちっと結論を出さなければいけない」という、まあ支えに

なったのではないかと思いますね。

　井上先生はどっちがいいとか悪いとか、そういうことは

いっさいおっしゃいませんでした。ただ「氷壁」に出てく

るザイルメーカーの名前がですね。佐倉製綱というんです

よね、「さくら」といったら欺して売るときに「サクラ」

のお客が買うというではないのか、先生はなにもおっしゃ

いませんでしたけれどね。

　我々に好意をもっていらっしゃったんだなあということ

を非常に感じました。

田村　20 年くらい立った「過ぎ去りし日々」に「私は氷

壁という小説の主人公を石原氏の立場においた。もちろん

小説では事件と無関係な物語が展開していく。がその中で

ナイロンザイル事件を正面に据えて石原氏の立場で書い

た」こういう風に振り返っているんですね、でいま井上修

一さんのお話なさったことと絡めてどうでしょう。

石原　取材の過程でも私たちに対して好意的でしたね。あ

あそうですか、そうですか、自分のご意見はおっしゃらな

いです。私どもの言うことを納得していただいたというこ

とです。そうしたことを非常に感じておりました。

瀬戸口宣司氏　井上先生の小説は、事件を面と向かって扱

わずに裏の方に流しながら使っている。「氷壁」もそうで

すし「下山事件」もそうです。「長崎の原爆」もそうです

し他にもありますが、ちょっとした誤解を受けて、ストー

リーテラーだとか大衆小説というようなことが一部で言わ

れている。ですから「氷壁」についても石原さんのおっしゃ

る、事件がまだ続いている中で、書かれている立場として

はやはりつらかったのではないかと思います。

　ひとつ伺いたいのですが、涸沢から徳沢小屋まで、何時

聞くらいかかりますか。

石原　徳沢からは登りになります。涸沢までは半日かかり

ます。涸沢から徳沢へ降りるときは下りですから、足の速

い人で 3時間ほどでくだります。

浦城　「氷壁」は、父の作家生活の中で、一番忙しい時期

に書いた小説だと思います。

　たまたま、「ナイロン・ザイル事件報告書」（ガリ版ズリ）

が三笠書房の長越茂雄さんの手に渡りました。長越さん自

身、小説を書こうとされていた方なので、「これは小説に

なる」と思われて、父の所に早速届けて下さった。父はと

も聞いていますが。

　娘の死に罪の意識を持ち苦しむ主人公も、日本から遠い

ヒマラヤで星や月を見つめるうちに、子の死も結局は運命

だったのかと納得して、話は終わっている。特殊な内容の

せいもあってか、この作品を読みながら、感想も言わず大

切にこの本を持ち続けてくださるような読者が、思いがけ

なく多くいるのではと、気づいたのは父が亡くなった後の

ことです。

　どの旅行でもいつも川に興味をもつ人でした。ヒマラヤ

にはドート・コシ、ポーテ・コシとかいう渓流が合流した

地点があります。その時も、その傍らに立ってじっと見つ

めて、動こうともしなかった父の思い出があります。何に

そんなに惹かれるのか不思議にも思いました。

　あるとき、故郷天城の村に生活していて、川の合流地点

にある自分の村は、他の村々とは違う特別な村なんだと

思って育ってきた、との父のエッセイを読み、ああと思っ

たのです。他所のものにとっては何気ない地形や美しい風

景も、その土地、その土地の人々には特別な思いが籠もる。

そんな当然の事実に改めて気づかされました。

司会　どうですか石原さん。注意されたということはあり

ますか。

石原　ヒマラヤ旅行から帰って、まもなくして黒田さん、

結婚されましたよね。あの旅は井上先生からの送別旅行

だったんだなあというふうに、後になって私は思いました。

かわいくてしかたがないという気持ちが出ていました。

井上　「氷壁」を書いているときは中学生から高校のとき。

昭和 31 年の 4 月から高校に行きました。父親はよくいっ

てましたけど、「登山家の人たちにとってはたぶん石原さ

んや他の人もそうなんですけど、“ナイロンザイル事件”

それが、大きなショッキングな事件で、ナイロンザイルに

対するものの考え方と登山家の対応の仕方とかそこんとこ

ろきちんと質さなければいけない。また石岡さんにとって

みたら、亡くなった弟の死を無駄にしない。いろんな思い

がある。だから石岡さんの思いと、石原さんの思いと、私

が調べる思いもある」だから父親は当初から「ナイロンザ

イル事件」そのものよりもナイロンザイルの切断を巡って

小説を書きたかった。父親にとってはそこで滑落して死ん

だ若山五朗の死と、若山君を支えきれなくて、ナイロンザ

イルを意図的にナイフで切ったんではないか、という石原

さんが受けた誤解とか立場を使って中心にして小説を作り

たかったんじゃないかと、私は思っている。

　石原さんが受けた誤解とか、価値とかそういうものを

使って「ナイロンザイル事件」を材料にしたんですね。小

説家として、ただあのいろんな事があって、父は「俺は小

説家で“氷壁”という材料を使って書いたのだが、本当に

自分はこれでいいんだろうか」という気持ちがいつもあっ

たのではなかったのか。本当の登山家とは思いが違う、紹

介があって書いているのですが父親は「でもそれでいいの

だろうか」としての迷いがあった。それが、一番売れた作

品。売れ口のある作品の一つで、作品としては成功作だと

思います。
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父と何回か一緒に穂高へ登りました。当時の父は、ものす

ごく忙しく日常あまり歩くこともなく、自動車ばかりの生

活でした。長越さんや山の方々が、つれて行って下さった

から登れたのです。父はゆっくりゆっくり登りました。歩

くのが精一杯な人が穂高へ登るのですからこれは大変なこ

とでした。そして、ひと休みしては、「ああ、山がきれい

だねー、見てごらんよ」とか言いながらちっと岩に腰掛け

て、ひと休みしてまた登りました。

　父にしてみたら本当に忙しく大変なときの取材登山でし

た。この頃はまだ「かえる会」が出来る前のことです。

田村　それではこれで終わりにしたいと思います。石原さ

ん、長い時間、貴重なお話をありがとうございました。

にかく、忙しい時期だったので、次の小説を考える暇も時

間も何にもない状況。そこへ、小説になりそうな材料が来

たので飛びついたのだと思います。

　そこで、「これはおもしろい」、書くということで長越さ

んにお返事をしました。それで長越さん、石原さん、石岡

さんの 3人に井上家に来ていただき初めて石原さん石岡さ

んにお会いしたと聞いています。

　そして「山のことはまったく知りませんので、すべて教

えて下さい、ただ、ここにはロマンがないのでロマンを一

つ加えてもよろしいか」と言われたと、石原さんが何かに

書いておられた。

　とにかく、考えるひまも時間も何もなくって、材料が来

たから飛びついた新聞小説でした。

　それからもう一つ、「氷壁」を書いている時に、私は、

中山　健
№10309

5. 山行報告5. 山行報告5. 山行報告
にゲートを通らなければ立入が許されなくなっていた。柵

の内側も植込みと遊歩道が区画され気ままに散策できる場

はあまり残されてはいなかった。

　ラサは古い歴史を持つ都である。7 世紀、チベット全土

を初めて統一したヤルルン王朝のソンツェンガンポ王がラ

サをチベットの首都と定めた。その王国吐蕃は西のコータ

ン、南のネパール、北の河西回廊、敦煌を版図に収める拡

大な帝国を作り上げ、中央アジア最強を誇った。しかしそ

の帝国も 9世紀半ば分裂分解した。古代帝国の終焉ととも

にラサの地位も帝国の首都から一地方の都市へと落ちてし

まった。

　吐蕃王朝がインドから取り入れた仏教は中央権力による

規制が外れると壊滅の危機に瀕したが王朝分解後の混乱が

収束するにつれて仏教再興の動きが始まった。王朝時代伝

来していた戒律が東チベット、カムから、そして新しくイ

ンド僧が持ちこんだ戒律が西チベット、ガリからそれぞれ

中央チベット、ウ・ツアンに伝えられた。その結果多くの

宗派が生れ、僧院が再建または創建された。それらの宗派

は施主の有力氏族・領主から領地・農奴が寄進され豊かな

経済力を持つとともに地域に対する政治権力をも獲得し

た。仏教宗派が封建社会を形成する重要な一環となったの

である。

　13 世紀半ば北の草原から中央ユーラシアの覇者モンゴ

ルが侵入して来た。モンゴルのカン (汗 )たちは特定の宗

派の施主となり、それに依存してチベットの支配を強めた。

各宗派はカンの力を背景としてチベット内における自らの

地位を固めていった。宗派とカン両者は、宗派が宗教的指

導を行い、その見返りにカンは宗派を保護するという間柄

であった。

　数世紀にわたる宗派間の抗争をひとまず治めたのはモン

ゴルのグシ・ハンである。1624 年ゲルク派のダライ・ラ

マ 5世はグシ・ハンの援助によりチベット全土の聖俗の両

大権を得て国家元首となった。やがてダライ・ラマ 5世は

吐蕃王朝の宮殿跡、マルポリにポタラ宮を営造し、そこか

ら全チベットの統治を始めた。ラサは 800 年ぶりにチベッ

　ナムナニ登山（1998 年 5 ～ 6 月）のあとラサを経てカ

トマンズに下った。5 回のカンリガルポ山群の探査（2001

年～ 2005 年）ではラサは終着地または往復の基点であっ

た。昨年（2018 年）西チベットへのツアーに参加したさい、

しばらくぶりにラサを訪れた。ナムナニから 20 年、第 5

回カンリガルポから 13 年の時がそれぞれ過ぎていた。

　この間のラサの街の変り様、中国化は大変なものであっ

た。新しい市街が古くからの街の西、キチュの下流左岸に

造られていた。鉄道の駅があり、中国人の居住用らしいア

パートが立ち並んでいた。すべて中国風の建造物である。

　ラサの古い街の核心、パルコルではマニ車を回し、数珠

を繰り、真言を唱えながら巡礼する人の流れは相変わらず

であったが、街の様相は変わってしまっていた。通りの両

側にところ狭しと並んでいた出店は跡形もなかった。その

出店には仏像の金、山さんごの紅、トルコ石の青緑などは

なやかな彩りがあった（ものはすべてまがいものらしい）。

　そして物売りの声、カセットから流れる音楽など喧噪な

音にあふれていた。それらはすべて消え去り、パルコルは

雑然とした路地から市街へと変容していた。消え去ったも

のの替りに現れていたのは商店の店先と屋上に翻る五星紅

旗であり、濃紺の制服に身を包んだ武装警察官と彼らの詰

所である。さらにパルコルに入るすべての者にパスポート

など身分証の呈示を課し、Ⅹ線による持物検査を行う検問

所が設けられていた。

　ラサでパルコルとならぶ観光スポット、ポタラ宮の南

側、北京中路と言われる大通りに接して「ポタラ宮広場」

と名付けられた広場がある。ポタラ宮正面の全貌を一望に

収められる恰好の場所である。かっては一角に土産物店が

並んでいたり、物売りが居て「雪ひょうの毛皮はいらない

か」など声をかけられたこともあった。それほど広くはな

いがどこからでも、誰でも自由に出入りできる広場であっ

た。今ここは全体が柵で囲い込まれ、管理人の監視のもと

ラサ今昔



JAC FUKUOKA No.32

16

トの首都に返り咲いたのである。しかしラサの安康な状態

は永くは続かなかった。宗主権を主張する清軍の占領、ヤ

ングハズバンドの侵攻、辛亥革命にともなう独立闘争など

ラサをめぐる抗争は絶えまがなかった。

　1950 年中国人民解放軍が長江を渡河してチベットへ

入って来た。1951 年北京での 17 か条協定の調印によって

チベット国の独立は完全に失われた。さらに 1959 年ダラ

イ・ラマ 14 世の国外脱出によってラサは首都でもなく、

信仰が収剱する聖なる都でもなくなった。ジョカン寺前で

五体投地を行う人の姿、パルコルでの巡礼の姿がやがてな

くなる恐れは杞憂であろうか。

【参考図書】

「チベット（上）（下）」山口瑞鳳　東京大学出版会

「チベット史」ロラン・デェ　今枝由郎訳　春秋社

「チベット文化史」D･ スネルグローブ、H･ リチャードソン　

奥山直司訳　春秋社

「ヒマラヤ東　崗日嘎布山群踏査と探検史」松本徰夫編著　

辻 和毅・渡部秀樹著　櫂歌書房

「中央ユーラシア史」小松久男編　山川出版社

「清帝国とチベット問題」平野聡　名古屋大学出版会

「チベット人・韓国人の思惟方法」中村元　春秋社

「チベット　聖地の路地裏」八年のラサ滞在記　村上大輔　

法蔵館

松隈　茂
№13316

で左窓席だったので、Auckland ～ Christchurch の機内か

らは緑豊かな南島北部の平野を存分に眺められ、これが

New Zealand なのだとの思いに駆られた。16 年前の 2002

年に登山対象として、New Zealand を候補に挙げたこと

もあったが、航空料金が￥45 万円程で Mt.Cook 3,754m と

Mt.Aspiring 3,033m の 2 つしか知らず、Mt.Cook では雪崩

で遭難事故も起きたので、安価なスイスに傾注し、1999

年～ 2007 年までの 9年間に 9回もスイスの山々を登った。

　さて、1 月 14 日の夜の 10 時になって、漸く辺りが暗

くなって星空観測ツアーのバスで標高 1,400m の高地に向

かった。そこでは日本人の森田氏ほか 3 名が天体望遠鏡 3

台を据えつけており、私が最も興味のある南十字星を存分

に見ることが出来た。森田氏の説明では、Micronesia の

人々は、それを頼りに航海しており、ハワイの Maui 族も

同様なコースを辿ったことだろうとのことだった。

　このバスが出発したのは標高 700m の Tekapo 湖畔のホテ

ルからであったが、標高 1,400 ｍの観測所は周囲に明かり

が無いばかりでなく、月の出ない時間帯が選ばれた。

　今回のツアーで、Mt.Cook は Lake Tekapo の南岸を西に

走る 8 号線を Twizel まで進み、そこから Lake Pukaki の

西岸を北上すると、Glentanner を過ぎて Mt.Cook（Maui

語では Aoraki 雲を突き抜ける山）登山口だった。しかし

西岸の道路は起伏が激しく、左右に曲がっており、悪路

で冬期は氷結し、滑り易いことが標識から分った。Mt．

Aspiring へは Lake Wanaka の南岸道路を酉に進んでか

ら、北上するようであるが、道路幅は狭そうである。Mt. 

Aspiring は Mt.Cook の南西方向になるが、地図上で結

んでも 150 ㎞以上離れていると思う。クラブツーリズム

のガイドの伊藤地
り く か

香さんの説明では、New Zealand には

2,000m 以上の山は 200 位あるらしい。Lake Tekapo のホテ

ル Peppers Bluewater Resort のフロントで聞くと、Lake 

Tekapo の東の山は 2,000m ほどあるが、無名峰と言われた。

　Christchurch 空 港 に 迎 え に 来 て、4 日 間 Clarks 

Christchurch の大型 bus を運転したのは 65 才の veteran

運転手の 0rm さんで、分離帯の無い片側 1 車線の道路を

時速 100㎞で走っても安心して乗っておられた。1 月 15

日（Mon）ツアー客 19 名とガイドがハーミテージホテル

の横を 10 時に出発した。Mt. Cook の展望台まで片道 1 時

　2018 年 1 月 13 日（土）羽田を Air New Zealand92 便・

Boeing777 で発って、Aucklannd 空港には現地時間の 12 時

40 分に着いた。所要時間は約 11 時間、時差 4 時間（3 時

間＋夏時間＋ 1時間）であった。

　南島の Christchurch への所要時間は l時間 30 分である

が、国内便への乗換は屋外に出て、緑線に沿って歩くこと

20 分、suitcase を引いての移動だから大変だった。連絡

bus は 30 分間隔で、それを待つと乗り遅れるからで、と

ても tight な schedule だった。国内便の NZ46 便は横 7席

New Zealand Mt.Cook山麓のトレッキング

Auckland～ Christchurch の機内から

Mt.Cook 3,754m
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間 2㎞のトレッキングコースで Kea Point Track と言われ

る。最初は平坦なブッシュの中の木道を辿るが、最後は急

な坂道になる。Mueller 氷河と Mt．Wakefi eld、アオラキ山

は目前にあった。Kea Point の看板には Warning：Keep to 

path.Delicate vegetation Unstable cliff edges. と書

かれていた。

　Hermitage hotel の標高は 760m で、Kea point のそれは

956m だから、標高差はおよそ 200m だった。Mt.Cook は万

年雪に覆われ、頂上は台形で、登山には沢山のスクリュー

ハーケンが要ると思われた。しかし、Canterbury 平野の

西には 2,000m 級の魅力的な山々が沢山横たわっており、

レンタカーを使い、日照時間が午前 5時～午後 9時の季節

ならば、十分堪能出来そうである。

Mt.Cook（Aoraki）  Mt.Wakefi eld

Hermitage ホテルのテラスに立つサーエドモントヒラリーの像
彼の視線の先に Mt.Cook

松隈　茂
№13316

　浮嶽 (805m) の西は十坊山 (535m)、北東は女岳 (748m)

であるが、この三山の北は福岡県で、南は佐賀県になって

いる。

　浮嶽登山を決めたのは、渡部智倶人 (わたべちぐと　元

日本山岳会会員　医師 )著の「マイカーで行く九州 100 山

峰」に取り上げられていたからである。

　2018 年 10 月 12 日にカーナビで浮嶽神社を検索したが、

見付からず、糸島市吉井に浮嶽花木園があったので、妻と

二人で、そこに向かって一般道を走行した。

　花木園の隣のレストランの主人に浮嶽登山口を尋ねたら

白木峠の先にゴルフ場があって、その先の左手に浮嶽登山

口の看板があり、そこまで 10 分ほどと教えてくれた。脊

振北山県立自然公園　浮嶽登山口　佐賀県　と書かれた看

板の所で登山靴に履き替えたが、すぐ先で登山口 5.5KM の

表示が見えたので、車を動かした。

　南登山口を見落として、先に進んだら三叉路になり、「浮

岳へ」の表示が見えたので、道幅 8m の車道の路肩に駐車し、

そこから歩くことにした。

　三叉路の左手は道幅 4m の林道になっており、しばらく

歩くと、右手に女岳、左手に浮嶽の Konide 型山容の二山

を見ることが出来た。荒谷峠に至るこの林道は西へ東へと

蛇行して高度を上げているが、峠の近くの登山道の標識を

辿って行くと、かつては多くの登山者が通ったことを想起

させる狭い山道になった。

　踏み石の一部は大きく崩れ落ち、古いトラトラロープは

途中で切れ落ち、勾配も急で、帰りにここを下るなら、ロー

プの準備していないので、かなり危険を伴うことになると

懸念された。慎重にそこを通過すると両脇に木々が繁り、

程なく避難小屋があって、内には松葉掻きなどの掃除用具

が整然と置かれていた。

　すぐ先が浮嶽神社上宮の社で石囲いが設けられていた。

その囲いの外の上部に等級が完全に削られた状態の等三角

点国土地理院と書かれた三角点があった。

　手持ちの GPS で測ると N33° 28′ 12″ E130° 05′ 57″

福岡・佐賀県境の山  浮
うきだけ

嶽

浮嶽（805m）、2018.10
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車道を経て宗像市の自宅に帰着した。で、三叉路からの所要時間は 1時間 20 分だった。

　頂上には浮嶽山頂の大きな看板があり、杉木立の切れ

目からは唐津湾の一部が見え、北側にある大きな石の鳥

居は風化によりコンクリート製かと思えるほどであった。

この鳥居の北側は木々で覆われて、登山道はないが地図

によれば、かつては胡麻田方面からの山道があったのか

も知れない。

遅い昼食の後、下山することにしたが、避難小屋を通る前

に南に下り、南登山道を辿ったため、岩の非常に少ない溝

のような山道で、安全ではあるが、単調な佇まいだった。

しかし一人の男性登山者と会った。

　下った先は幅 8m の車道で、南登山口の表示があった。

午前中に車内からみた樽門の標識や山城の跡かと思わせる

石積や給水ホースを思い出して、結局東の三叉路近くに置

いた車まで 3.5km を 40 分掛けて歩いた。

　帰路は吉井 I/C から二丈浜玉道路→ 202 号→西九州自動

　3 回目の山の日記念福岡県民登山大会が、2018 年 8 月

11 日（土）の「山の日」、福岡県の英彦山（1199.6m）、宝

満山（829m）、風師山（362.2m）の三ケ所で行なわれた。

　これは、福岡県山岳連盟、福岡県勤労者山岳連盟、日本

山岳会福岡支部、日本山岳会北九州支部、全九州アルパイ

ンガイド協会の山岳 5団体で構成する「山の日」制定記念

福岡 2018 実行委員会の主催で実施されたもので、私たち

福岡支部は福岡県山岳連盟とともに英彦山を担当した。

　当日は、午前 9時から福岡県添田町の英彦山神宮奉幣殿

前で記念式典が開かれ約 200 名が参加。戸高和義・福岡県

山岳連盟会長、寺西明男・添田町長が、それぞれごあいさ

つ。ひき続いて英彦山神宮の高千穂宮司による安全登山祈

願祭行なわれ、奉幣殿に登壇した山岳関係者による玉串奉

奠があった。

　式典の終りに寺崎良夫・福岡県山岳連盟遭難対策委員長

による登山上の注意と高木荘輔・日本山岳会福岡支部長に

よる閉会のあいさつがあり、参加者が順次登山開始。この

日は好天に恵まれ、福岡支部からも 16 名が参加、山頂ま

でを無事往復した。頂上では、記念バッヂが配られたほか

福岡県警ヘリコプターによる安全登山の呼び掛け（添田警

察署）、銅の鳥居から奉幣殿までの 800m の参道を走り登っ

て速さを競う「英彦山参道駆け上り大会」（英彦山神宮）

なども催され、ソバやぜんざいの販売とあわせて、会場広

場は終日賑わった。なお、この日の様子は当日夕方の RKB

テレビのニュース番組でも放映された。

高木　荘輔
№12920

副島　勝人
№8125

“知られざる道”より雷山

◇期　日／平成 30 年 11 月 17 日（土）　曇り

◇参加者／７名（山行：６名、山麓周遊：１名）

　　　　　松原稔、中村正義、松隈茂、森山幸美、

　　　　　長岡ミツ子、副島勝人、高木荘輔（雷山山麓周遊）

◇コース・時間／雷山観音前バス停　　  9:50

　　　　　　　　井原集落への分岐点　10:35

　　　　　　　　井原山・雷山縦走路　12:25

　　　　　　　　944m（富士山）　　　12:32

　　　　　　　　昼食　　　　　　　　12:47

　　　　　　　　雷山　　　　　　　　13:39

　　　　　　　　雷神社上宮　　　　　14:25

　　　　　　　　雷山観音前バス停　　15:45

　JR 九州前原駅からコミュニティバスで終点雷山観音前

バス停下車。バス停駐車場は雷山観音の紅葉見学で満車。

高木支部長に激励の言葉を頂き出発。松原氏のガイドで、

井原山・雷山山腹自然歩道に入る。曇り空だが雨の心配

はない。自然歩道はあまり利用されていないのか荒れ気

味である。途中から工事中の林道を歩き道標から右側の

斜面を通る自然歩道に入る。登りこむと稜線上の平坦地

となり井原集落と知られざる道へとの分岐点に出た。右

折して知られざる道へ踏み込む。道は踏み跡もはっきり

し、赤いテープが木の枝に取り付けてある。杉林の中の

道を黙々として登る。人工林から自然林の中に入ると、

鮮やかな紅葉が見られるようになってきた。そして木々

の間から井原山や周辺の山々が見える。道は急登となり

登りつめると雷山・井原山の縦走路に出た。約 2 時間の

樹林帯の静かな道、一人ゆっくりと山を味わいながら登

る道だろう。縦走路を井原山方面に少し行くと 944m ピー

クに出る。この地点は地図には載っていないが「富士山（ふ

じやま）」と名付けられ標識柱が立っている。ここから引

6. 平成30年度の福岡支部活動報告6. 平成30年度の福岡支部活動報告6. 平成30年度の福岡支部活動報告
英彦山登山に16名が参加

～山の日記念登山大会in福岡2018～
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◇日時：平成３０年 ５月２０日（日） １４時　開会

◇場所：福岡市立早良市民センター：早良区百道２-２-１

　会  員  数：７０名、総会出席：１９名

　委  任  状：２７名、合　　計：４６名

　各議案は審議され承認された。役員改選についても留任

が承認された。

　総会後に記念講演として、福岡在住の元チベット人僧侶・

ゲレック氏を講師に迎え「チベット・アムドの遊牧民、僧

侶を経て日本へ」を渡部の進行・解説、対談形式で話して

もらった。また、場所を移して「みくに」にて懇親会（１６

名参加）を開催した。

平成31年度　通常総会の開催について

◇日　時　　平成 31 年 5 月 26 日（日）14 時　開会

◇場　所　  福岡市立中央市民センター視聴覚室

　　　　　　福岡市中央区赤坂 2-5-8

記念講演会：会員活動報告（水野公代：桃源郷フンザ

　　　　　　の支援活動、辻和毅：出版記念講演）

などを予定

◇懇親会　「みくに」を予定

◇期　日／平成 30 年 12 月 15 日（土）　晴れ

◇参加者／ 14 名（会員：12 名、会員外：２名）

◇コース・時間／白糸バス停　　　10:25

　　　　　　　　白糸の滝駐車場　10:55

　　　　　　　　波呂展望台　　　11:45

　　　　　　　　地蔵　　　　　　12:17

　　　　　　　　波呂展望台　　　12:33

　　　　　　　　白糸の滝駐車場　13:10

　　　　　　　　白糸バス停　　　13:40

　JR 九州前原駅からコミュニティバスに乗り白糸バス停

で下車。バス停から県道を長野峠方面に少し進み、「白糸

の滝遊歩道」に入る。歩道は渓流沿いにつけられ整備さ

れている。約 30 分で白糸の滝の茶屋に着く。これから

は広域基幹林道雷山浮岳線を歩く。林道を会話も弾みな

がら調子よく歩いていく。40 分ほどで波呂展望台に着い

た。展望台からは壱岐の島がかすかに望め、眼下には糸

島半島の平野が開けている。昼食後、展望台前の林道竣

工記念碑の横から薮の斜面にとりつく。小枝をかき分け

斜面を上がりこむと尾根状のところに出た。糸状になっ

た布が巻き付いた鉄棒の道標が立っている。尾根を南に

進むと地蔵の三角点（山頂）に出た。山頂は樹木に囲ま

れ見通しが利かない。「地蔵（675.3m）」と書かれた黄色

いプラスチック板の標識が落ちている。途中には赤いテー

プが付けられており、登山者がいるのだ。10 分ほど滞在

し再び薮の中を引き返す。林道に戻り白糸バス停へ下る。

き返し雷山山頂に向かう。山頂から雷神社上宮を通り林

道に入り雷山観音前バス停へと下った。
バス停から送迎バスできららの湯へ向かった。

○忘年会／きららの湯（糸島市二丈深江）

◇参加者／ 18 名（会員：17 名、会員外：1 名）

　林道と薮漕ぎ登山の汗を「きららの湯」で洗い流しリ

フレッシュ。支部長の挨拶と乾杯で始まり、大いに盛り

上がりお開きとなった。

平成３０年度福岡支部総会
副島　勝人
№8125

脊振山地　地蔵（675.2m）登山 兼 忘年会
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《編集後記》
　年明けとともに「平成最後の●△×」の文言が飛び交っています。福岡支部報第1号が発刊されたのは、 平成 4 年
（1992 年）10月、今年で27年が経過しました。本支部報第 32 号は「平成最後の支部報」となります。平成 8
年（1996 年）発行の第 9号から編集を担当していますが、毎年この時期になると果たして原稿は集まるだろうかと、
いつも心配していました。さらに、この間、編集から印刷の作業形態も大きく進歩しました。平成時代の終わりに当
たり、この27年間を振り返ってみると活版印刷からワープロで入力切貼り編集、現在はデータで入稿、専門職での
デジタル編集・印刷へと大きな変様を改めて感じます。本号も原稿が集まるだろうかとの心配を裏切り多くの会員の
皆様に寄稿いただきました。厚く御礼申し上げます。次号以降も積極的な投稿をお願いします。（K.K）

■発行者：高木荘輔　　■編集者：辻 和毅・倉智清司　　■発行日：2019 年（平成 31年）3月29日

■発行所：公益社団法人 日本山岳会福岡支部　　〒 811-1302 福岡市南区井尻 5-6-14-201  渡部秀樹 方　　TEL/FAX 092-592-8170

渡部　秀樹
№9826

渡部　秀樹
№9826

渡部　秀樹
№9826

辻 和毅 著『山・水・人の風景』-地質コンサルタントの世界-

　櫂歌書房 2018 年 11 月 300 ページ（5,000 円＋税）B5 判、

オールカラー

チベット・ヒマラヤの東カンリガルポ山群と探検史／ミャ

ンマーからブータンにかけての辺境地域／探検史の断章／

東南アジアから南アジアへ－大都会と水の風景－／大海の

孤島に渡る（尖閣列島）／地下水と水資源の環境保全／邂

逅のひとこま／郷土の情景／若き友へのメッセージ

支部会員数：６７名

支部準会員数：２名

永年会員数：４名

平成２９年度入会数：正会員３名、準会員２名

◇日時：平成３０年６月２３日（土）１２時～１９時、

　　　　２４日（日）１０時～１８時３０分

◇場所：電気ビル共創館 （4階 /みらいホール）

　　　　福岡市中央区渡辺通 2-1-82

　来場者数：２３日約 1,600 人（昨年 1,600 人）、

　　　　　　２５日約 3,300 人（昨年 2,700 人）

　合計：約 4,900 人 （第 2回 4,300 人第 1回 3,700 人）

　国民の祝日「山の日」の制定を記念し、登山愛好家の裾

野を広げる好機として、山に親しみ、理解を深めてもらう

イベントを電気ビルみらいホールにて開催した。主催は日

本山岳会などからなる全国「山の日」協議会を中心とした

夏山フェスタ in 福岡 2017 実行委員会で、また協力団体と

して日本山岳会福岡支部、日本山岳会北九州支部、福岡県

山岳連盟、 福岡県勤労者山岳連盟なども加わった。

【セミナー】講師（敬称略）（来場者数）

《２３日》・13:00 岸本俊朗「遭難事故の現場より報告」（225

名）・14:15 山本正嘉「夏山登山を目指して～登山者に必

要な体力とトレーニング」（320 名）・15:40 磯野剛太「安

全に登山を楽しむために」（190 名）・16:40「山小屋オーナー

座談会」剣沢小屋 :佐伯新平、槍ヶ岳山荘 :穂苅大輔、八ヶ

岳・蓼科山頂ヒュッテ女将：米川佐和子（210 名）

《２４日》・10:00 吉川裕樹「ＧＰＳアプリの使い方」（300

名）・11:20 渡部秀樹「海外トレッキング入門・その魅力」

（230 名）・13:00 小林千穂「心に残る山々」（390 名）

・14:20 貫田宗男「天国じじいの世界の果てまでイッテ登

らせます！」（400 名＋ 250 名）

・15:40 重廣恒夫「重廣恒夫のヒマラヤ登山塾 - ヒマラヤ

登山１３回の経験から」（170 名）・17:00 吉原哲士「水の

屋久島・緑の浮島に暮して」（160 名）17:50 大抽選会（220

名）

『福岡県労働者山岳連盟主催講座』（3 階Ｅ会議室）：夏山

の装備とウェア（50 名）、fi netrack/ 夏山のアクシデント

に対応するための安全対策講座（70 名）、地形図とコンパ

スの使い方（95 名）、簡単な体力トレーニング（山筋ゴー

ゴー体操）（50 名）、登山計画の立て方と登山アドバイス（60

名）、くじゅうの山のトイレ事情と携帯トイレの使い方（60

名）、九電みらい財団 /山で写真を楽しむ（60 名）。

【ブース出展】メーカー関係 13 社、旅行関係 4社、自治体

関係 13 団体、その他 11 団体。

専用ホームページ：http://natsuyama-fukuoka.jp/

会員の出版

支部会員動向（平成31年3月現在）

夏山フェスタ in 福岡２０１８


